


1　 伊仙町政について

２　「奄美群島成長戦略ビジョン」について

２（１） ２（３）

２（２） ２（４）

２（５）

第５次総合計画策定部会参考資料（４０～５０代職員アンケート結果分析）※アンケートは、無記名で回答。

1（１）現在の町政で「よい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.選択肢に無い場合
・なし
・良いところもありますが、課題もそれぞれあると思い、選択が難しいです。

1（２）現在の町政で「改善した方がいい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで）   　           　　　   　55.選択肢に無い場合
・オール徳之島化（事業等の広域化）

（その他意見）  ・群島一体として取り組める事業と、町独自でした方が効率の
良い事業があり必ずしも一致する必要が無いが、ビジョンは大切にしたい。

・絵に描いたもちにならないよう、各課各人、伊仙町の将来がどうあるべきか真
剣に考え、計画をたててほしい。
・町財政計画と並行して実現できる計画を策定してほしい。

・総合計画を策定するにあたり、伊仙町の現状と課題をふまえ、将来実現可能
となるよう、大学教授など専門的な方々のコーディネーターも必要と思います。
・町民が幸せになるために産業振興は重要。教育も～農業①、観光②、福祉
③企画分野など

３　「伊仙町総合計画」その他について自由意見
・海士町の総合計画作りを参考に、行政主体でなく、町民の各分野の方々を入
れての議論、計画
・島外の意見を聞く。島は本土より１０年は遅れている。
・廃止した事業や新規事業等があるので見直しが必要。

・計画実施の中で各年度ごとに実施状況の精査を行ってほしい。計画策定時
には、事業の優先順位を明確にして下さい。
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伊仙町政について 
現在の町政で「よい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで） 現在の町政で「改善した方がいい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで） 
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保健福祉が充実し、お年寄りから赤ちゃんまで安心して暮らせる

まち 

自然と観光資源を活かしたもてなしと癒しのまち 

生活環境が整備された住みよいまち 

農林水産業の振興を中心に産業が立ち上がるまち 

集落自治を推進した、すべての町民が主役のまち 

町の可能性（企業誘致等）を取り入れた活気のあるまち 

歴史や伝統文化を大切にした教育環境の整備されたまち 

防災機能が整った安全で快適な生活が営めるまち 

世界自然遺産登録・定住促進に取り組み、交流人口を増やすま

ち 

伊仙町の将来像 
今後の将来像として、どんなまちづくりを期待しますか？（１つ） 

24 

9 
ご存知でしたか？ 

奄美群島成長戦略ビジョンについて 
知らなかった 知っている 

2 

10 

12 

よく知っている 

ある程度知っている 

知っているが、新聞等で目にしただけである 

成長戦略ビジョンの内容について 
その内容について、どの程度知っていますか？ 

18 
13 

この中で、基本理念を「群島民が幸せに生活するため、重点３分野（農業・観光/交
流・情報）を基軸として、雇用の創出に重点を置いた産業振興を目指す」とあるが、こ

れについて、どう思いますか？ 
 

基本理念について 
イメージしにくく、目標が分かりづらい イメージしやすく、いい目標だと思う 

31 

ビジョンの実施計画と奄美群島１２市町村総合計画は連携した事業の推進を図る。

と謳っていますが、どう思いますか？ 
 
 

成長戦略ビジョンとの連携について 
町独自で予算確保できれば、必要ない 国や県（特に「奄振」）予算確保のため、必要なことだと思う 

24 
7 

ビジョンについての勉強会があれば、参加したいですか？ 

ビジョン勉強会への参加 
したくない したい 
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第５次総合計画策定部会参考資料（役場若手職員アンケート結果分析）※アンケートは、無記名で回答。

２　「奄美群島成長戦略ビジョン」について

２（１）

２（２）

２（３） ２（５）

２（４）

３　「伊仙町総合計画」その他について自由意見

　(したいの回答で「私の行っている仕事のスキルを
上げるために。」）

1 伊仙町政について
1（１）現在の町政で「よい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで）
55.選択肢に無い場合
・すべてにおいて「より良い」に向けて推進の途中だと思います。また、自身
の勉強不足により「よい」かどうか判断できない分野もあるので、○できませ
ん。すみません。

1（２）現在の町政で「改善した方がいい」と思うのは、どの分野ですか？（３つまで）　　　　　　55.選択肢に無い場合
・高齢者の役割づくり。→保健福祉それにともない43.伝統文化の保存や継承→文化、50.介護の対策（予防）→保
健予防、その他高齢者の生きがいづくり→保健福祉へつながると思います。
・畑総後の農道整備→道路と雨の時の赤土流出→環境保全。
・図書館の充実→学校教育

・財政的に負担をかけない事業を計画的に行えるよう、総合計画を策定したほうがいい。→行財政
・（町総合計画を）知らない職員も多いと思うので、１名１冊配布もしくはアイポで配布してはと思う。
・働き世代の若い人達が働く場所があり、住む場所があればもっと活気あるまちになれるような計画をお願いします。
→住宅/定住
・子どもから高齢者、障害者も住みやすい環境作り。→住宅/定住　交通手段・福祉バス等の充実→交通安全対策
・今までの評価をふまえ、どうありたいかを明確にする必要があると思います。他市町村の事例も確認し、良い政策は
取り入れると良いかもしれません。
・道のど真ん中に落ちている牛のふんや土が不潔な印象を与える。→環境保全
・ゆとりある歩道の確保やバリヤフリ―などを配慮し、未整備区間の早期整備を進められたらいいと思います。→道路
・学問の充実→学校教育
・僕の勉強不足だと思いますがインターネットなどでは「伊仙町総合計画」についての情報があまり見つけられませんで
した。もっと町民や様々な人で「情報共有」していく必要があると思うし、「可視化」していくことも重要だと考えます。ま
た、計画についての進捗状況を年度ごとに確認し、都度修正や不足分を補っていく取組が必要だと思います。
・そもそもの「伊仙町総合計画」自体周知されていない状況である為、まずは具体的な計画案の周知から徹底すべきで
ある。
・計画を実行に移し、実現する為には、どうあるべきかという事を職員のひとりひとりが深く考えることからのスタートだ
と思う。現状のままでは何も変わらないし、何年経っても今のままだと思う。
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２０代前半 ２０代後半 ３０代前半 ３０代後半 不 明 合計数 

回答者の年代 
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1 

保健福祉が充実し、お年寄りから赤ちゃんまで安心して暮らせるまち 

自然と観光資源を活かした観光・交流のまち 

生活環境が整備された住みよいまち 

農林水産業の振興を中心としたまち 

安全で快適な生活が営めるまち 

集落自治を推進した、すべての町民が主役のまち 

商工業がさかんで、活気のあるまち 町の可能性（企業誘致等）を取り入れた

活気のあるまち     

伝統や文化を大切にした教育環境の整備されたまち 

防災機能が整った安全なまち 

世界自然遺産登録・定住促進に取り組み、交流人口を増やすまち 

伊仙町の将来像 
今後の将来像として、どんなまちづくりを期待しますか？（１つ） 

22 12 
この中で、基本理念を「群島民が幸せに生活するため、重点３分野（農業・観光/交流・情
報）を基軸として、雇用の創出に重点を置いた産業振興を目指す」とあるが、これについ

て、どう思いますか？ 
 

基本理念について 
イメージしにくく、目標が分かりづらい イメージしやすく、いい目標だと思う 

34 
ビジョンの実施計画と奄美群島１２市町村総合計画は連携した事業の推進を図る。と謳っ

ていますが、どう思いますか？ 
 

成長戦略ビジョンとの連携について 
町独自で予算確保できれば、必要ない 国や県（特に「奄振」）予算確保のため、必要なことだと思う 

30 

1  

9 ビジョンについての勉強会があれば、参加し

たいですか？ 

ビジョン勉強会への参加 
したくない (内容次第） したい 

23 
16 ご存知でしたか？ 

奄美群島成長戦略ビジョンについて 
知らなかった 知っている 

1 
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17 

よく知っている 

ある程度知っている 

知っているが、新聞等で目にしただけであ

る 

成長戦略ビジョンの内容について 
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○伊仙町振興計画審議会条例 

昭和44年６月30日条例第17号 

改正 

昭和44年９月20日条例第29号 

伊仙町振興計画審議会条例 

（設置） 

第１条 町長の諮問に応じ、伊仙町振興計画に関し、必要な事項を調査及び審議させるため、伊仙町振興計画

審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 審議会は、委員15人をもつて組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、町長が任命する。 

(１) 町議会の議員 

(２) 町教育委員会の委員 

(３) 町農業委員会の委員 

(４) 町の職員 

(５) 公共団体の役員又は職員 

(６) 学識経験者 

（委員の任期） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員の再任は妨げない。 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会長は、会議の議長となる。 

４ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（庶務） 

第６条 審議会の庶務は企画課において処理する。 
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（雑則） 

第７条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は町長が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、昭和44年７月１日から適用する。 

附 則（昭和44年９月20日条例第29号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 伊仙町振興計画審議会委員（１５人） 
  氏  名 役   職 備 考 

1 幸多   実 町社会福祉協議会会長 伊仙町振興計画審議会 会長 

2 浜口  正仁 徳之島観光連盟副会長 伊仙町振興計画審議会副会長・審議会観光部会 

3 琉   理人 町議会議長   

4 永岡  良一 町議会副議長   

5 藤島  正廣 町農業委員会長   

6 松永  晶子 町教育委員   

7 米山  寿八郎 町駐在員会長   

8 徳   範文 NPO いせん 1.1 事務局長   

9 松田  りえ子 NPO徳之島虹の会理事   

10 佐倉  功一 町商工会副会長   

11 堀江  淳一 町行政運営調査会会長   

12 田中  良子 町地域女性連会長代行   

13 明石  八重 JA あまみ伊仙支所長   

14 中村  孝雄 町連合青年団長   

15 樺山   誠 伊仙町総務課長   
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職 氏　　名 備　　考

委 員 長 町 長 大久保 明

副委員長 副 町 長 伊 喜 功

副委員長 教 育 長 直 章 一 郎

委 員 総 務 課 長 樺 山 誠 行財政部会長

委 員 企 画 課 長 池 田 俊 博 定住・企画調整部会長

委 員 税 務 課 長 益 一 男 行財政部

委 員 町 民 生 活 課 長 伊 藤 勝 徳 人権部会長

委 員 保 健 福 祉 課 長 松 田 一 郎 福祉対策部会長

委 員 経 済 課 長 上 木 義 一 産業振興（農業）部会長

委 員 建 設 課 長 中 熊 俊 也 建設・耕地部会長

委 員 耕 地 課 長 穂 浩 一 建設・耕地部

委 員 環 境 課 長 美 延 治 郷 環境・衛生部会長

委 員 水 道 課 長 喜 昭 也 環境・衛生部

委 員 会 計 課 長 幸 多 健 策 行財政部

委 員 ほ ー ら い 館 館 長 仲 武 美 福祉対策部

委 員 教育委員会総務課長 鶴 永 宏 造 学校教育部会長

委 員 社 会 教 育 課 長 西 吉 広 社会教育部会長

委 員 給 食 セ ン タ ー 所 長 永 島 均 学校教育部

委 員 歴 史 民 俗 資 料 館 長 四 本 延 宏 文化部会長

委 員 議 会 事 務 局 長 佐 平 勝 秀 行財政部

委 員 農業委員会事務局長 益 岡 稔 産業振興（農業）部

委 員 選挙管理委員会書記長 當 吉 郎 行財政部

委 員 総 務 課 長 補 佐 田 島 輝 久 行財政部（財政）

委 員 総 務 課 長 補 佐 仲 島 正 敏 行財政部（行政）
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職 氏　　名 備　　考

委 員 長 町 長 大久保 明

副委員長 副 町 長 伊 喜 功

副委員長 教 育 長 直 章 一 郎

委 員 総 務 課 長 樺 山 誠 行財政部会長

委 員 企 画 課 長 池 田 俊 博 定住・企画調整部会長

委 員 税 務 課 長 益 一 男 行財政部

委 員 町 民 生 活 課 長 伊 藤 勝 徳 人権部会長

委 員 保 健 福 祉 課 長 松 田 一 郎 福祉対策部会長

委 員 経 済 課 長 上 木 義 一 産業振興（農業）部会長

委 員 建 設 課 長 中 熊 俊 也 建設・耕地部会長

委 員 耕 地 課 長 穂 浩 一 建設・耕地部

委 員 環 境 課 長 美 延 治 郷 環境・衛生部会長

委 員 水 道 課 長 喜 昭 也 環境・衛生部

委 員 会 計 課 長 幸 多 健 策 行財政部

委 員 ほ ー ら い 館 館 長 仲 武 美 福祉対策部

委 員 教育委員会総務課長 鶴 永 宏 造 学校教育部会長

委 員 社 会 教 育 課 長 西 吉 広 社会教育部会長

委 員 給 食 セ ン タ ー 所 長 永 島 均 学校教育部

委 員 歴 史 民 俗 資 料 館 長 四 本 延 宏 文化部会長

委 員 議 会 事 務 局 長 佐 平 勝 秀 行財政部

委 員 農業委員会事務局長 益 岡 稔 産業振興（農業）部

委 員 選挙管理委員会書記長 當 吉 郎 行財政部

委 員 総 務 課 長 補 佐 田 島 輝 久 行財政部（財政）

委 員 総 務 課 長 補 佐 仲 島 正 敏 行財政部（行政）
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第５次伊仙町総合計画策定体制

第５次伊仙町総合計画策定に係る経過

・役場若手職員（40歳以下）アンケート 20・30代職員対象
・各分野に作成様式作成を指示 部会ごとに依頼
・策定に係るプロジェクトチーム設立 部会担当各課長をリーダーに指名し、結成を指示
・役場職員（40歳以上・新規採用）アンケート 町執行部及び各課・局長を委員に委嘱
・奄美群島広域事務組合との協議

・策定委員の委嘱 町執行部及び各課・局長を委員に委嘱
・「第４次総合計画」達成度評価を各課に指示 本計画策定の参考となる前計画の評価表提出を指示
・集落及び各種団体へのアンケート 各集落の方や各種団体役員等へのアンケート
・第１回審議会（７月16日） 策定スケジュールや策定方法について協議
・郷友会・教職員アンケート 関東・関西等郷友会の方や町内赴任の教職員を対象
・各分野に策定部会での協議を指示 部会ごとに依頼
・計画策定に係る自由意見を募集

・（商工）観光専門部会（９月４日） 主に観光分野について、専門の委員と役場職員で協議
・まちづくり座談会での本計画説明及び意見交換町民に対する説明及び意見交換
・第２回審議会（10月17日） 主に、計画作成案について協議
・第５次総合計画「前中期事業計画」作成を指示平成27～33年度の事業計画作成を各課に指示
・町長マニフェストとの整合表作成を各課に指示

・情報専門部会 役場若手職員若干名による部会で情報分野の計画を策定
・第３回審議会（1２月９日）

・第５次総合計画素案取りまとめ 審議会委員及び策定委員に送付し、閲覧
・第４回審議会（２月２日） 主に、本計画冊子案について協議
・第４回審議会（最終）審議会答申 会長が内容を最終確認し、町長へ本計画を答申
・第５次総合計画冊子完成・配布 審議会委員や町議会議員及び各関係機関に冊子を配布

本計画重点プロジェクト及び作成様式（案）について協
議

平成26年12月

平成27年1月

平成27年2月

平成27年3月

本計画策定において、町長が掲げるマニフェストとの整
合を指示平成26年11月

平成25年8月

奄美群島成長戦略ビジョンとの整合性を踏まえ、組合と
の連携を図るべく、計画策定方法や町の将来像について
広域職員と協議

平成26年4月

平成26年5月

平成26年7月

全戸配布のチラシや町公式サイトを通じて、自由意見を
募集

平成26年8月

平成26年9月

平成26年10月

日　　時 作業内容 備　　考
平成25年5月 ・審議会委員に委嘱する方へのアンケート 委嘱を考えている方、15名を対象

 

 

 

 

伊仙町長 

（町執行部） 

助言・指導 

諮問 

集落・団体  

町振興計画審議会  
（委員は別紙のとおり） 

答申 

提案 

策定部会（委員は別紙のとおり） 

事務局（役場企画課） 

農業 観光/交流 情報 文化 定住 道路/農地 環境 保健福祉 教育 税政 行財政 人権 

意見集約・総括 意見集約 

意見収集（アンケート） 

役場全職員 

調整 

他 

意見集約 

町民  
パブコメ（意見募集） 

意見収集（アンケート） 

意見集約 

143142 143



144 
 

 

145 
 

 

144 145



144 
 

 

145 
 

 

144 145


